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後

狂

句

虫
　
縁
の
下
か
ら
秋
の
来
る

何
も
商
売
　
政
治
家
位
ア
飼
殺
す

キ
ラ
キ
ラ
　
ロ
に
は
私
服
の
着
れ
ん
川
■

何
も
商
売
　
オ
カ
マ
の
ん
に
剃
る
こ
肝

バ
ス
ツ
プ
ー
　
一口
痴
い
じ
め
て
く
だ
は
る
な

む
し
暑
さ
　
寝
相
も
思
う
な
ろ
う
ば
な

純
情
さ
　
保
育
田
児
の
な
つ
く
筈

虫
　
送
別
会
イ
暴
れ
だ
し

バ
ス
ツ
プ
ー
　
明
治
の
娘
ば
か
り
た
ｔ

虫
　
ま
だ
立
秋
は
名
前
だ
け

む
し
，
さ
　
超
勤
し
た
る
扇
民
機

純
情
さ
　
摘
化
持

っ
て
来
ろ
見
舞

月
ν

金
婚
を
迎
へ
牛
飼
ふ
老
の
秋

花
木
種
明
る
き
色
に
雨
上
る

爽
か
や
日
向
路
に
踏
む
第

一
歩

間
を
お
い
て
雀
威
の
銃
響
く

南
瓜
蔓
風
に
ゆ
ら
れ
て
落
ち
そ
う
に

ひ
と
り
来
て
心
し
入
ハ
ヽ
葛
の
花

初
秋
の
雲
間
に
日
射
し
薄
れ
ゆ
く

八
十
の
艶
な
き
顔
を
し
て
昼
寝

草
丈
け
て
低
く
鳴
き
ゐ
る
姦
も
あ
り

ほ
つ
′‘
ヽ
と
早
稲
刈
ら
れ
あ
り
豊
の
秋
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転出 26

業
岡
本
　
琴
司

浦
塚
　
南
天

林
　
　
不
忘

馬
原
　
馬
笑

田
Ｌ
黙
公
ｒ

林

田
野
尻
さ
だ
む

野
尻
　
里
女

原
田
　
健
正

革
村
　
鶴
代

瀬
井
て
る
女

熊
谷
起
代
女

熊
谷
　
つ
子

熊
谷
こ
う
女

長
友
た
つ
子

野
尻
　
信
之

●  ●

●

ａ，
会
が
・

一
静
　
　
物
」

こ
の
絵
は
五
、
六
年
前
に
描
い
た
油
絵
で
す
。
こ
の
と
こ
ろ
仕

事
に
追
わ
れ
筆
を
に
ぎ
る
チ
ャ
ン
ス
が
あ
り
ま
せ
ん
が
、
将
来
は

人
物
の
勉
強
を
手
が
け
た
い
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。

高
森
Ｌ
在
　
　
小
　
出
　
増
　
美

発行 阿 蘇 郡 高 森 町 役 場

も な 内 容

□ 9月 定例町議会ひらく…………

□ 赤い羽根共同募金にご協力を

□ 役場各係の1ヽこ置図と事務分掌

□ 農作業事故を防ごう…………

□ 町内 8会場で敬老会……………

□ お知らせ・おたずねコーナー

幾
星
霜
励
ま
し
合
ひ
て
菊
の
秋

谷
川
に
赤
き
葉
が
見

へ
す
で
に
秋

国
見
岳
姿
に
そ
う
て
朝
の
霧

カ
ラ
オ
ケ
に
仕
組
み
し
案
山
子
鳥
を
追
う

阿
蘇
の
山
雲
に
覆
は
れ
秋
の
墜

爪
立
て
て
南
瓜
の
出
来
を
試
し
見
る

よ
ち
′で
ヽ
の
子
に
障
子
あ
り
，
あ
り

案
山
子
立
ち
カ
ン
カ
ン
‐―――‐
で
ね
ら
み
を
り

庭
先
に
鋤
浸
し
あ
り
法
師
岬

南
瓜
蔓
伸
び
る
に
任
せ

通
は
せ
あ
り

瀬
井
せ
ん
女

福
間
　
官
女

熊
谷
　
紫
雲

野
尻
　
誓
道

恵
良
あ
や
女

草
村
あ
つ
代

馬
原
そ
の
女

藤
井
秋
雪
女

甲
斐
　
菊
江

馬
原
　
岳
人

▼
永
野
原
の
安
藤
勝

一
さ
ん
か
ら

（
二
女
、奈
生
美
さ
ん

。
７
歳
死
去
）

▽
高
森
冬
野
の
谷
川
誠
男
さ
ん
か
ら

（父
、
孝
さ
ん

。
８１
歳
死
去
）

▽
草
部
宮
原
の
橋
本
光
男
さ
ん
か
わ

（母
の
病
気
見
舞
い
返
礼
と
し
て
）

▽
草
部
社
倉
の
興
椙
吾

一
さ
ん
か
ら

０
そ
の
他
の
寄
付

▼
尾
下
大
畑
の
藤
本
牧
人
さ
ん
か
ん
占

典
返
し
と
し
て
と
人
ク
ラ
ブ

「
は
■

と
こ
仝
（」

ヘ

７
尾
下
片
山
出
身
の
占
沢
卜

一
さ
ん
か

ら
尾
下
小
に
金

一
月

一
青
山
の
後
藤
慶
男
さ
ん
か
ら
＝
山
と

人
ク
ラ
ブ

ヘ
金

一
月

・河
原
の
野
尻
勇

・
ミ
ヤ
子
ご
た
婦
か

し
金
婚
祝
い
に
と
、
，‐‐―
原
小
中

へ
↑

多
数
を

持
松
流
社
中
か
ら
卓
部
南
部
沌
合
″

人
ク
ラ
ブ

ヘ
金

一
封

)し

◎
町
社
会
福
祉
協
議
会
分

〉
菅
山
の
後
藤
慶
男
さ
ん
か
ら

（父
、
時
春
さ
ん
。
８２
歳
死
去
）

三

〓
〓
三

三

三

〓
三

三

三

三

≡

〓
三

〓
〓
Ξ

〓
Ξ

三

≡

三

〓
〓
≡
三

〓
〓
〓
〓
〓
三

〓
〓
≡

Ξ

三

〓
三

〓
〓
〓
〓
三

三

三

〓
〓
〓
〓
Ξ

三

〓
三

三

〓
三

三
〓
Ξ

〓
三

三

〓
Ξ

三

Ξ

〓
〓
三

〓
〓
〓
〓

中可
）
（日付
］）　
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

７

１１

５

３

２８

２５

＝

５

２４

１１

１６

Ｓ女

明
．
叫

女

女

明

明

男

り

男

女

ヽ

ノ

ー６

１ ７

２‐

２３

２４

７

１８

３ｏ

３

２

４

亡
日

．

．

．

．

．

．

．

．

．

Ｌ

Ｌ

‐
月
湘

８

８

８

８

９

８

８

９

９

９

死
年
５４

Ｗ
＝
ハ
Ｓ

年
齢
６３

４２

６７

７７

３８

８１

８２

８２

７

７８

８４

生

(保護者)

人川  |‐川

島‖1 史郎

∵1下  ,1支巳

佐1族  武紘:
|‖ |‖ι lll信

永リト  |り l

今村 ||一

武|11  健

田中 生義
占城  笑
本村 武夫
亡

(住所)(遺 族)(続柄)(死亡者)
西 ||]原 荒牧 國光 妻 荒牧 タケエ
冬 野 1本  ノフ子 弟 二子石森秋
下 町 二暇二治郎 妻 二股キヨ子
11町 花′|1体 十フ 夫 花官 百門
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雅

仁
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秀

祥
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町
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通

神

通
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日

留

下

出
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森

　

　

　

死

ぐ

昭

下

前

旭

天

旭

下

　

芹

津

尾

●

率美

日召不ロ 顆1画| 月

Ｍ魏
町

１０

月

７

日

１０
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‐０

日

１０

月

１４

日

１０

月

２１

日

１０

月

２８

日

東

　

　

医
　
院

高
森
②
０
３
０
９

上
　
村
　
医
　
院

阿
蘇
⑤
０
３
３
６

平

田

医

院

高
森
②
０
２
１
６

馬
　
原
　
医
　
院

高
森
②
０
６
４
６

後
　
藤
　
医
　
院

南
阿
⑦
０
０
１
９

診療は午前 9
時か ら午後 5

S54.9時 まで
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田

月
定
例
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高
森
町
議
会
の
五
十
四
年
第
二
固
定
例
会
は
九
月
十
八
日
招
集
さ
れ

本
会
議
が

開
か
れ
ま
し
た
。
会
期
を
二
十

一
日
ま
で
の
四
日
間
と
決
め
、　
総
額
九
千
百
二
十

万
四
千
円
の
一
般
会
計
補
正
予
算
案
、
簡
易
水
道
使
用
条
例
の
二

部
改
正
な
ど
、

予
算
、
条
例
関
係
を
含
む
八
議
案
を
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。
　
．

可
決
さ
れ
た
お
も
な
案
件
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◇
教
育
委
員
会
委
員
に
堤
氏
を
再
任

教
育
委
員
会
委
員
、
堤
国
雄
氏
の
任

期
が
九
月
三
十
日
で
満
了
す
る
た
め
、

議
会
の
同
意

で
再
任
が

決
ま
り

ま
し

た
。
堤
氏
は
大
字
永
野
原
四
七
七
、
昭

和
七
年
二
月
六
日
生
ま
れ
。

◇
甲
斐
税
務
課
長
が
固
定
資
産
評
価
員

を
兼
務
前
任
者
の
加
藤
貞
治
氏
が
九
月
二
十

九
日
で
勧
奨
退
職
し
た
た
め
、
後
任
に

甲
斐
新
税
務
課
長
が
固
定

資
産
評
価
員
を
兼
務
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

◇
五
十
四
年
度

一
般
会
計

に
九
千
百
二
十
万
四
千
円

を
追
加
五
十
四
年
度

一
般
会
計

に
九
千
百
二
十
万
四
千
円

を
追
加
し
て
、
総
額
十
九

億
九
千
六
百
五
十
三
万

一

千
円
と
し
ま
し
た
。

歳
出
の
お
も

な

も

の

は
、
今
年
の
集
中
豪
雨
に

よ
る
災
害
復
旧
費
二
千
三

百
六
十
三
万
八
千
円
、
起

債

（借
入
れ
）
額
決
定
に

よ
る
土
木
費
五
千
百
七
十

二
万
九
千
円
な
ど
。

◇
町
道
路
線
の
認
定
に
つ

―‐‐
水
道
便
　
　
引
ぎ
則
一Ⅷ
川̈

さ
き
に
こ
の
間
で
総
合
ク
ラ
ウ
ン
ド

と
総
合
体
育
館
の
こ
と
を
中
し
上
げ
た

が
、
南
郷
谷

（
山
東
部
、
蘇
陽
町
を
も

含
め
た
）
に
南
郷
会
館

（市
民
会
館
的

な
も
の
）
を
建
設
し
て
は
ど
う
か
と
思

う
よ
う
に
な

っ
た
。

新
聞
、
テ
レ
ビ
で
〇
〇
演
奏
会
、　
×

×
講
演
会
な
ど
が
熊
本
市
民
会
館
で
催

さ
れ
る
旨
の
お
知
ら
せ
が
あ
る
と
き
、

果
し
て
南
郷
谷
の
住
民
が
何
人
出
席
で

き
る
だ
ろ
う
か
と
思
う
。

都
市
と
郡
部
の
文
化
的
較
差
が
う
ん

ぬ
ん
さ
れ
て
い
る
と
き
、
こ
の
事
実
を

少

し

で

も
解
消
す
る
道
は
会
館
設
立

と
、
こ
れ
に
可
能
な
限
り
多
彩
な
行
事

を
取
り
入
れ
る
以
外
に
方
法
は
な
い
よ

う
な
気
が
す
る
。
公
演
料
の

一
部
は
各

次
に
思
う
こ
と
は
、
都
市
と
郡
部
の

学
力
の
格
差
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
い
ろ

い
ろ
の
議
論
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、

い
ず
れ
に
し
て
も
、
現
在
の
交
通
、
社

つ
ら

つ
ら
思
う

こ
と

―

コ
。フヤ

ｒ

ｌ

旭
通
り
　
住
　
士
［　
英
　
明

（５８
）

町

村

で

負
担
し
て
も
よ
い
で
は
な
い

会
、
経
済
事
情
な
ど
あ
わ
ゆ
る
面
か
ら

考
え
て
も
、
南
郷
谷
に

一
つ
の
中
学
校

を
設
立
し
て
、
英
知
を

一
点
に
集
中
し

た
運
営
を
行
う
こ
と
が
、
最
ェ
‐‐
の
方
法

の
よ
う
な
気
が
し
て
な
ら
な
い
。
蘇
陽

町
で
も
南
郷
の
人
々
が
想
像
も
で
き
な

い
よ
う
な
辺
地
で
さ
え
、
中
学
校
の
統

合
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
南
郷
谷
は
‐ｌｉぃ

ま
れ
過
ぎ
て
い
る
し
、
こ
の
際
、　
″南

郷
谷
は

一
つ
で
あ
る
″
の
精
神
を
持
が

持
つ
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

三
番
目
に
思
う
こ
と
は
、
町
に
町
政

審
議
会
な
る
も
の
を
設
け
る
こ
と
。
も

ち
ろ
ん
今
の
町
議
の
方
々
は
、
立
派
な

１１１
想
と
識
見
を
持

っ
た
方
々
で
あ
る
け

れ
ど
も
、
す
べ
て
民
意
を
汲
入
Ｌ
げ
る

こ
と
は
難
し
い
し
、
ま
た
出
来
な
い
と

思
う
。
町
内
に
は
議
１１
に
勝
る
と
も
劣

い
な
い
人
格
識
見
性
か
な
人
も
多
数
お

ら
れ
る
と
思
わ
れ
る
。

だ
か
し
そ
う
い
う
人
々
を
発
州
し
、

ま
た
各
階
＝
、
職
域
の
代
表
者
な
ど
か

ら
な
る
組
織
に
よ

ぅ
て
、
町
政
を
審
議

し
、
議
会
当
励
等
に
共
中
す
る
、
そ
う

い
っ
た
も
の
が
欲
し
い
気
が
す
る
。

県
立
高
森
高
等
学
校

田

中
　
作

校
長

生
徒
数
５２２
人

（‐３
学
級
）

「若
き
希
望
に
燃
ゆ
る
も
の
、
こ

こ
に
集
へ
り
高
森
高
校
―
―
」
こ
れ

は
校
歌
の
一
節
。
雄
大
な
る
大
阿
蘇

の
ふ
も
と
、
す
ば
ら
し
い
自
然
環
境

に
恵
ま
れ
た
高
森
高
校
も
創
立
三
十

周
年
を
迎
え
、
約
四
千
人
の
同
窓
生

が
各
方
面
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。

戦
後
の
学
制
改
革
に
際
し
、
南
郷

住
民
の
強
い
要
望
で
、
昭
和
二
十
三

年
四
月
、
高
森
家
政
女
学
校
な
ら
び

に
阿
蘇
南
部
実
科
高
等
女
学
校
の
跡

を
う
け
、
そ
れ
ぞ
れ
阿
蘇

呻

ヽ
′　
　
高
校
高
森
分
校
、
同
由
水

中

Ｆ
Ｃ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‐１‐

４
　
　
分
校
と
し
て
発
足
、
そ
の

¨

後
統
合
し
て
高
森
分
校
、　
神

昭
和
ニ
ー
八
年
四
月
県
立

］

高
森
高
等
学
校
と
し
て
独
，
舛
格
、　
¨

今
日
の
校
運
の
隆
昌
を
見
る
に
い
た

川

り
ま
し
た
。　
そ
の
間
、　
叡
知
の
紳

ｗ

磨
、
友
愛
心
の
か
ん
養
、
心
身
の
鍛

”

練
を
校
訓
に
師
弟
相
和
し
、
独
自
の

げ

校
風
が
出
来
上

っ
て
い
ま
す
。　
　
　
”

運
動
ク
ラ
ブ
で
は
、
三
十
五
年
に

い

女
子
ホ
ッ
ケ
ー
部
が
、
秋
田
同
体
で

，

■
優
勝
を
遂
げ
た
の
を
は
じ
め
、
剣

中

道
、
柔
道
、
山
岳
、
庭
球
、
陸
上
の

中

各
部
が
そ
れ
ぞ
れ
の
大
会
で
県
代
表

呻

と
な
る
活
躍
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た

［

n

膵
島

野尻小 6年 田 上 吉 郎
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＝
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０
と
躍
≧

最
近
、
若
者
や
女
性
ド
ラ
イ
バ
ー
が

急
増
し
て
い
ま
す
が
、
運
転
■

ナ
ー
は

き
わ
め
て
思
い
よ
う
で
す
。
若
者
の
中

に
は
ス
ピ
ー
ド
や
追
い
越
し
に
ス
リ
ル

を
求
め
る
人
も
い
る
よ
う
で
す
が
、
と

こ
ろ
か
ま
わ
ず

ノ‐．
行
す
る

の
は
全
く
危
険
と
い
う
ほ

か
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
た
行
は
、

自
己
は
も
と
よ
り
他
人
に

も
危
害
を
加
え
る
こ
と
に
な
る
の
で
厳

に
慎
ん
で
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

お
′′‥
い
の
生
命
を
守
る
た
め
に
、
も

っ

と
ゆ
と
り
の
あ
る
交
通

マ
ナ
ー
を
身
に

つ
け
た
い
も
の
で
す
。
　

Ａ

一
住
民
Ｖ

い
て人
字
津
留
字
卜
の
津
動
‐‐‐
の
茶
工
場
跡

か
ら
仲
江
部
落

へ
抜
け
る
百
九
―
八
研

を
町
道

「
仲
江
線
」
と
し
て
認
定
し
ま

し
た
。

◇
五
十
四
年
度
高
森
町
簡
易
水
道
特
別

会
計
に
五
百
五
十
二
万
八
千
円
を
補
正

既
定
の
予
算
額
に
五
百
五
十
二
万
八

千
円
を
追
加
し
て
、
総
額
九
千
八
百
十

八
万
円
と
し
ま
し
た
。
歳
入
は
使
用
料

改
定
に
よ
る
増
額
分
の
計
上
、
歳
出
で

は
市
街
地
配
管
路
図
作
成
の
た
め
の
委

託
料
と
本
管
布
設
替
工
事
費
な
ど
が
お

も
な
も
の
。

高森市街ほか 4地区

ことしの10月 から施行

高
森
町
簡
易
水

道
使
用
条
例
の

一

部
が
、
さ
き
の
九

月
定
例
町
議
会
で

叫
決
さ
れ
、
高
森

市
街
地
区
ほ
か
、

村
山
、
色
見
、
赤

羽
根
、
高
森
津
留

地
区
の
水
道
使
用

料
が
こ
の
十
月
か

わ

一
斉
に
引
卜，
げ

ら
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

こ
の
水
道
料
引

上
げ
は
、
各
ご
家
庭
の
経
済
負
担
に
直

接
影
響
が
あ
る
だ
け
に
、
町
で
も
慎
Ｉ

に
検
討
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、

改
良
工
事
に
伴
う
経
費
が
増
え
た
こ
と

や
、
給
水
区
城
の
拡
大
に
よ
る
維
持
管

理
費
の
増
高
、
さ
ら
に
は
原
材
料
の
値

上
り
等
も
加
わ
り
、
水
道
事
業
の
管
理

運
営
が
難
し
い
た
め
や
む
な
く
改
定
に

踏
切

っ
た
わ
け
で
す
。

私
た
ち
の
水
使
用
量
は
生
活
用
水
を

中
心
に
年
々
増
え
続
け
る

一
方
、
水
資

源
の
開
発
は
難
し
く
な

っ
て
い
ま
す
。

町
の
水
道
事
業
を
確
立
し
、
皆
さ
ん
に

良
質
の
飲
料
水
を
お
届
け
す
る
た
め
に

も
水
道
会
計
の
健
企
化
が
必
要
で
す
。

今
回
の
料
金
改
正
に
暖
か
い
ご
理
解

を
お
願
い
し
ま
す
。

∧
高
森
市
街
地
区
∨

基
本
水
旦里
一
基
本
料
金
一
超
過
料
金

一一
一―ヽ ヶ
ン月
ま
で
　
　
一（８
円
一一
ト
ン
・Ｙ
一シ

．
″ｔ　
■

″
．
・
　

七
き
円
一
‐
″
　
一一ュ
剛

―

　

一　

　

　

　

―

″　
二
一
″　
・
　

八
只
）円
一　
″
　
一３
円

″

三
゛
″

二

、三
３
円
一　
″
　
一６
円

″
　
五
「」
″
　
　
一一、
一む
鸞
日
一　
″
　
一３
円

″
一゙
一
　
″
　
　
　
一二、
八九
〇
口］
一　
　
″
　
　
五〇
田］

″
二む
゛
　
″
　
一　
ｔ
、も
八〇
口］
一　
　
″
　
　
五
〇
口］

″
三む
Ｏ
　
″
　
．　
一
一、六
七
む
四］
一　
　
″
　
　
五〇
口日

∧
高
森
津
留
地
区
∨

へ≪

）日

／
ヽ

∧
村
山
地
区
∨

ハ
色
見
地
区
∨

∧
赤
羽
根
地
区
∀

|ヽ

ン

ま
‐0

=一
|

=き
き き Iン月

|

ぇ
化
ク
ラ
ブ
関
係
で
も
、
生

¨

物
部
の

「熊
ロ
ジ
ュ
ニ
ア
科

¨

学
賞
」
一
回
、
読
売
新
聞
の

¨

「学
生
科
学
■
一　
一
位
、
１

四

に
、　
地
学
部
も
県
科
学
展

中

「離
賞
」
を
受
Ｉ
す
る
な
ど

中

の
活
躍
が
見
ゎ
れ
ま
す
。　
　
い

ｆｌｌｌ
立
三
卜
川
年
を
迎
え
た

ｗ

今
日
、
各
方
面
の
脇
ヵ
を
ｌｌｌ

Ｈ

て
、
近
代
的
諸
施
設
を
完
備

叩

し
た
校
合
の
全
面
改
築
が
完

川

ｒ
し
、
名
実
と
も
に
阿
蘇

―――

げ

部
地
区
の
教
育
の
殴
堂
た
な

¨

り
ま
し
た
ｃ
来
る
十

一
月

一
日

＝
に
は
、
創
立
ニ
ト
周
年
と
第

育
館
の
落
成
を
祝
し
、
学
校
、
後
援

］

会
、
同
窓
会
が

一
体
と
な
っ
た
盛
大

¨

な
記
念
行
事
が
計
画
さ
れ
て
い
ま

¨

す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”

創立30周年を迎える ヶ

口月

ま
で

″ ″ ″ ″ ″

七〇〇田Ｈ〓〓ト
ン

ヽ
相
「
一「
Ｊ
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‐
ク

‥

～

―

一

九
八
一
四］
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〇
口］
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″

し
，

″
　
　
し
「
一

″
　
　
一（
一

七
二
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ｍ‐Ｊ

六
四（）口‐Ｊ
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″
　
　
一（一

一、二
否
円
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″
　
一（̈

二
、
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〇
四］
　
　
″
　
　
一（む

三
ズ
九
〇
円
一　
″
　
五
０
円

」
一

´
1)

水
量

一

一
ヶ

月

一一
ト
ン
ま
で

″
　
一五
　
″

″
　
一一〇
　
″

″
　
一二゙
　
″

″
　
五
〇
　
″

″
一〇
〔一　
″

一６０国日Γ一・ト
ン

七
二
「一口］
〓
く
″

…

―

　

一

八
四０
円
一　
″

一、二六
〇
山］
一　
　
″

二
、
一〇
〇
四］
一　
　
″

三
、八九
〇
口‐，
一　
　
″

に
つ

六
〇
円
一（ｏ
円

さ
円

ご
ト
ン
ま
で

″
　
一五
　
″

″
　
一一〇
　
″

″
　
一一〇
　
″

″
　
五
〇
　
″

″
一〇〇
　
″

基
本
料
金
一

四
五
〇
口］
一

二

「ヽ
〓

コ
一
に
卜
■

五八
一
田］
一

六七
〇
四］
一

一、
三
一
円
一

二
、〇
七
〇
口］
一

超
過
料
金

一
ト
ン
に
つ

き
　
　
一（一
円

″
　
　
一（一
山‐Ｊ

″
　
一（む
円

″
　
一Ｓ
円

″
　
一３
円

″
　
　
五
、一口日
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危
険
物
取
扱
者

試
験
１２
月
２
日
に

五
―
四
年
度
第
二
回
危
険
物
収
扱
汚

試
験
が

次
の
通
り
実

施
さ
れ
ま

す
の

で
、
関
係
汁
多
数
の
受
験
を
お
勧
め
し

ま
す
ｃ

ハ
試
験
の
種
類
▼
甲

・
乙

・
丙
―‐――
危
隣

物
取
扱
と
試
験

ハ
試
験
の
日
時
▼
卜
‐
月
‐
＝

（
Ｈ
ｔ

・甲

・
乙
種
＝
午
前
―
‐――，
　
　
内
仲
午

後
二
時

ハ
試
験
会
場
▼
熊
木
‘‐ｌｊ
・
八
代

――，

※
受
験
願
占
等
の
配
布
ｌｉ
ｌ
月
Ｌ
句

ご
ろ
の
予
定
で
す
ｃ

県

衛

生

部

に

ナ
ー
ス
バ
ン
ク

県
衛
生
部
に
ナ
ー
ス
バ
ン
ク
が
設
置

さ
れ
、
次
の
よ
う
な
仕
事
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
ｔ　
保
健
々
‐―
―
、　
助
産
婦
、　
看
護

婦
、
准
看
謹
婦
の
方
で
就
果
に
つ
い
て

相
談
の
あ
る
方
は
、
熊
本
市
水
前
十
六

丁
目
十
八
番

一
号
　
熊
本
県
衛
生
部
医

務
課
看
護
係

（
♂
“
―
―
―
―
）

へ
、

郵
艇
ま

た
は
電
話
で

ご
連
絡
く

だ
さ

な
お
職
業
紹
介
は
公
共
職
業
安
定
所

で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

赤
い
羽
根

て
親
し
ま
れ

て
い
る
国
民

助
け
合
い
共

同
外
令
運
動

が
、
こ
と
し

も
卜
月

一
日

か
ら
始
ま
り

ま
し
た
。

こ
の
運
動

は
、
世
の
中

の
不
仁
を
な

く
し
、
し
あ

わ
せ
な
社
会

を
築
く
た
め

許
意
を
持
ち

秋
本
番
で
行
楽
シ
ー
ス
ン
に
入
り
ま

し
た
。
ち
ょ
っ
と
し
た
油
断
か
わ
空
き

巣
ね
い
い
や

自
転
卓

ド
ロ
に
あ

う
な

ど
、
被
害
の
増
加
が
心
配
さ
れ
る
時
期

で
す
。
こ
う
し
た
事
件
を
木
然
に
防
ぐ

に
は
、
ふ
だ
ん
か
ら
の
防
犯
の
心
が
け

が
必
要
で
す
。
―
月
―

一
日
か
ら
二
十

日
ま
で
の
十
日
間
は
秋
の
全
国
防
犯
運

動
。
こ
れ
を
機
会
に
心
を
引
き
締
め
て

安
全
に
過
す
工
夫
を
し
ま
し
ょ
う
。

秋
の
防
犯
運
動
は
０
空
き
巣
の
防
止

′
‥

―
ス
バ

／
ク
の
■
業
内
容
・

１
木
就
業
看
護
職
彙
の
実
態
調
在

‐１２，
就
業
清
望
看
護
職
員
の
登
録

つ
求
人
、
水
職
、
医
療
情
報
の
提
供

一
忙
業
希
望
看
泄
職
ｉｔ
の
講
習
会

（本

年
度
は
―
月
下
旬
に
熊
本
市
で
―
＝
問

毎
日
午
前
―
時
か
ら
午
後
四
時
ま
で
行

わ
れ
る
予
定
で
す
）

１０
月
１６
日
行
政

相
談
所
を
開
設

行
政
竹
理
庁
で
は
、
行
政
相
談
制
度

を
吹
く
国
民
の
方
に
知

，
て
も
ら
い
、

そ
の
利
用
を
促
進
す
る
た
め
、
来
ろ
―

月
―
四
Ｈ

（
Ｈ
）
か
ら
二
―
日

（＋
）

ま
で
全
国

一
斉
に
行
政
相
談
週
間
を
実

雅
し
ま
す
て

週
間
中
、
高
森
町
で
は
次
の
と
お
り

巡
国
行
政
相
談
所
が
１１１１
設
さ
れ
ま
す
。

た
＝
時
Ｖ
Ｉ
月
―
六
日
午
前
―
時
‘
午

後
ｉ
時

た
場
所
▼
高
森
町
畜
産
七
ン
タ
ー

役
所
の
仕
事
に
つ
い
て
―
説
明
を
受

け
た
が
納
件
で
き
な
い
●
処
理
の
仕
方

が
問
■

「
て
し
る
Ｃ
こ

の
よ
う
に
し
て

ほ
し
い
―
な
ど
の

‐
，‐，‐‥情
、
意
見
、
要
望

を
お
持
ち
の
方
は
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

（相
談
の
例
）
恩
給
、
公
害
、
登
記
、

保
険
、
年
金
、
身
障
者
福
祉
、
農
地
、

昨
年
度
は
告
さ
ん
か
ら
五
―
万

一
千
三

百
円
と
い
う
多
額
の
ご
寄
付
を
し
た
だ

き
ま
し
た
。

こ
れ
は
県
の
配
分
計
画
に
よ
り
、
‐

Ｉ
Ｌ
万
″
千
六
百
円
を
町
の
社
会
福
祉

協
議
会
に
受
け
入
れ
、
社
会
福
社
の
た

め
に
次
の
と
お
り
使
わ
れ
ま
し
た
。

保
育
田

へ
の
助
成

低
所
得
者

へ
の
毛

布
配
分
　
長
期
療
養

汁
、
施
設
人
所
者

ヘ

の
見
舞
金
ヽ
在
宅
市

度
身
障
者
、
ね
た
き

―，
た
ノ、
へ
の
見
舞

い

こ
と
し

の
計

画

は
、
地
区
代
表
の
か

０

白
転
市
盗
の
防
止

０

暴
力
追
放
運

動
―
が
重
点
。
期
間
中
は
高
森
警
察
署

で
も
パ
ト
ロ
ー
ル
を
強
化
し
て
、
盗
犯

防
止
、
暴
力
追
放
に
ニ
ラ
ミ
を
き
か
す

ほ
か
、
町
民
の
防
犯
意
識
を
高
め
る
た

め
、
住
宅
団
地
を
対
象
に
民
警
合
同
の

防
犯
診
断
や
防
犯
懇
談
会
な
ど
を
行
い
、

戸
締
ま
り
、
ド
ア
ロ
ッ
ク
、
自
転
車
の

記
名
運
動
を
盛
り
上
げ
て
い
き
ま
す
。

ま
た
昨
年
か
ら
毎
月
十
五
日
が
防
犯

の
日
に
設
定
さ
れ
た
の
に
伴
い
、
地
域

郵
使
、
労
災
、
道
路
、
河
川
、
そ
の
他

．
な
お
、
町
の
行
政
相
談
委
員
は
高
森

Ｌ
町
の
桐
原
央
占
さ
ん

（
８
②
一〇
２
７

３
）
で
す
。

届
出

の
必
要
な

農
業
用
燃
焼
施
設

農
家
で
使
用
さ
れ
て
い
る
ハ
ウ
ス
暖

房
用
ボ
イ
ラ
ー
な
ど
で
、
次
に
示
す
規

棋
の
も

の
を
設
置

し
よ
う
と

す
る
人

（す
で
に
設
躍
し
て
い
る
人
を
含
む
）

は
大
気
汚
染
防
止
法
お
よ
び
熊
本
県
公

害
防

ＩＬ
条
例
に
基
づ
き
、
知
事
に
属
出

，
日を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

現
在
、
県
が
各
農
業
脇
同
組
合
の
協

力
を
得
な
が
ら
、
り‐‐‐
―‐‐
の
指
導
を
行

っ

て
い
ま
す
が
、
当
該
施
設
を
設
置
し
て

い
る
人
で
、
ま
だ
届
出
書
を
提
出
さ
れ

て
い
な
い
人
は
、
速
や
か
に
保
健
所
ま

で
ご
提
出
く
だ
さ
い
ｃ

Ａ
届
出
の
必
要
な
施
設
Ｖ

①
乾
燥
炉
＝
バ
ー
ナ
ー
燃
料
の
は
一焼
能

力
が

一
時
間
当
た
り
三
―
脚
以
上
の
も

の
②
ボ
イ
ラ
ー
＝
伝
熱

‐ＦＩ‐
社
が
″
平
方

不
法
電
波
の

一
掃
に
ご
協
力
を

最
近
、
日
本
国
内
で
は
免
許
に
な
い

な
い
無
線
機

（
ト
ラ
ン
シ
ー

バ
ー
な

ど
）
を
自
宅
あ
る
い
は
自
動
車
等
に
設

置
し
て
不
法
電
波
を
発
射
す
る
も
の
が

ふ
え
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
等
に
妨
害
を

与
え
て
い
ま
す
ｃ

テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
の
受
信
に
際
し
障

害
が
あ

っ
た
と
き
は
、
ノＬ
州
電
波
障
害

防

ＩＬ
協
議
会

（
容
０
９
６
３
１
“
０
５

１
１
）

へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
ｃ

目標は73万 5,700円
よ
っ
て
助
け
合
う
国
民
運
動
で
す
。
こ
　

た
が
協
議
さ
れ
た
結

と
し
で
二
十
プし
年
を
迎
え
ま
し
た
が
、　
　
果
、
昨
年
よ
り
七
五

高  森  |‖ |
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〓
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〓
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≡
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Ｅ
Ｅ

〓
〓
三

〓
〓
三

三

〓
三

電

ぐ
る
み
の
防
犯
活
動
を
推
進
し
て
い
く

こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
県
警
防
犯
少
年
課
の
ま

と
め
に
よ
り
ま
す
と
、
昨
年

一
年
間
に

発
生
し
た
窃
盗
は
九
千
五
百
十
七
件
、

金
額
に
し
て
五
億

一
千
二
百
万
円
。
最

も
多
い
の
が
自
転
車
盗
で
千
四
百
四
十

八
件
、
次
い

で
空
き
巣

千
百

九
十

一

件
、
万
引
九
百
八
十
件
、
車
上
ね
ら
い

九
百
十
九
件
。　
一
日
当
た
り
百
四
十
二

万
円
が
盗
ま
れ
て
い
る
勘
定
。
ま
た
高

森
署
管
内
の
昨
年
の
全
犯
罪
の
七
三
・

八
藩
が
盗
み
。
す
で
に
今
年
も
八
月
ま

で
に
高
森
町
十
八
件
を
ト
ッ
プ
に
、
長

陽
村
十
三
件
、
蘇
陽
町
十
二
件
、
白
水

村
七
件
、
久
木
野
村

一
件
の
計
五
十

一

件
の
窃
盗
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

室
き
巣
に
ご
用
心
′

１１
日
か
ら
秋
の
防
犯
運
動

~・ ¨ ~・ ¨ 0¬

●  ●

●  ●

者
ア
ッ
プ
の
七
―
‥
万
圧
千
Ｌ
百
円
と

決
ま
り
ま
し
た
ｃ

内
沢
は
次
の
と
お
り
で
す
ｃ

・戸
別
募
金
　
Ｌ
１
１
万
五
千
七
百
円

∵
一
戸
平
均
　
ｉ
百
だ
―
円

共
同
募
金
の
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ

き
、
比百
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
．

県
最
低
賃
金
が
改
定
に

ことしの赤い羽根募金

「共同募金」のポスター

146円 アッフ

1日 ==2373円
……10月 8日発効……

付
加
年
金
の
内
容
と
手
続
き
は

．問
い
ｔ　
国
民
年
金

に
加
入
し
て

す
で
に

五
年
た
ち
ま
す
が
、
先
日
、
友
人
か
ら
と
後

に
よ
り
多
く
の
年
金
を
も
ら
う
た
め
の
付
加

年
金
―ｌｉｌｌ
度
が
あ
る
と
聞
き
ま
し
た
。

こ
れ
は

ど
う

い
う
内
容

に
な

っ
て
に
る
の
で
し

ょ
う

か
。
ま
た
途
中
か
ら
で
も
加
人
で
き
る
の
で

ょ
う
か
ｃ

〔答
え
〕

老
後
不
安

の
な
か

で
最
も
多
い
の
が

病
気
と
生
活
費
で
す
。
こ
の
た
め
最
近
は
年
金
に

対
す
る
関
心
が
急
速
に
高
ま
り
、
加
入
者
も
増
え

て
い
ま
す
が
、
す
で
に
高
齢
に
な
り
加
入
期
間
の

六
十
歳
ま
で
に
二
十
五
年
間
の
加
入
期
間
に
満
た

な
い
人
は
、
ど
う
し
て
も
掛
け
金
が
少
な
い
た
め

に
、
給
付
さ
れ
る
年
金
が
少
額
に
な

っ
て
し
ま
い

ま
す
。
そ
こ
で
、
現
在
の
掛
け
金
は
多
少
高
く
て

も
、
老
後
に
よ
り
多
く
の
年
金
を
希
望
す
る
人
の

た
め
に
、
国
民
年
金
に
付
加
年
金
制
度
が
あ
り
ま

す
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
付
加
年
金
は
国
民
年
金
に

加
入
し
て
い
る
す
べ
て
の
人
が
対
象
と
な

っ
て
い

ま
す
ｃ
国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
定
額
部
分
と
し
て
月

額
‥
千

．
百
円
で
す
が
、
希
望
に
よ
り
付
加
年
金

に
加
入
す
る
と
、
こ
の
定
額
部
分
に

一
ヵ
月
四
百

円
を
上
積
み
し
て
納
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
１

続
き
は
町
民
課
国
民
年
金
係
に
直
接
出
向
き
申
し

出
て
く
だ
さ
い
。
い
つ
で
も
加
入
で
き
ま
す
。

付
加
年
金
に
加
入
し
て
い
る
と
、
た
と
え
ば
保

険
料
を
二
十
五
年
納
め
た
人
は
定
額
年
金
の
月
額

三
万
七
千
九
百
三
卜
五
円
に
加
え
、
毎
月
五
千
円

が
増
額
さ
れ
て
支
給
さ
れ
ま
す
の
で
大
変
有
利
で

す
。

申
請
す
れ
ば
老
齢
年
金
に
上
積
み

研
以
上
の
も
の
。

熊
本
労
働

基
準
局
は
こ

の
ほ
ど
、
熊

本
地
方
最
低

賃
金
審
議
会

の
答
申
に
基

づ
い
て
県
内

企
域
、
全
産

業
に
適
用
す

る
県
最
低
賃

金
を

一
日
二

千
三
百
七
十
三
円

（時
間
額
二
百
九
十

七
円
）
と
す
る
改
正
決
定
を
公
示
し
ま

し
た
。
発
効
日
は
十
月
八
日
か
ら
。

新
し
い
県
最
低
賃
金
は
昨
年
よ
り
百

警
察
は
ド
ロ
ボ
ー
の
被
害
に
か
か
ら

な
い
工
夫
と
し
て
次
の
よ
う
な
呼
び
か

け
を
行

っ
て
い
ま
す
。

○
家
を
留
守
に
す
る
と
き
は
、
出
入
日

や
窓
な
ど
は
完
全
に
〃
締
り
を
す
る

こ

と

ｃ

Ｃ
Ｐ
締
り
は
、
な
る
べ
く
補
助
錠
を
取

り
つ
け
、
二
段
構
え

（
ツ
ン
ド
ア
・

ツ
ー

ロ
ッ
ク
）
に
す
る
。

○
外
出
す
る
と
き
は
、
隣
り
近
所
の
人

に
声
を
か
け
留
守
中
の
用
心
を
お
願

い
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。　
　
　
　
」

Ｃ
現
金
や
貴
重
品
の
し
ま
い
方
を
工
夫

し

ま

し

ょ

う

ｃ

Ｏ
白
怯
■
は
白
怯
中
店
で
、
防
犯
登
録

を
し
て
も
ら
う
。

四
―
六
円
、
率
に
し
て
六

・
五
軒
の
ア

ッ
フ
ネ
）発
効
日
も
二
日
早
く
な

っ
て
い

ま
す
。
こ
の
最
低
賃
金
に
は
精
皆
勤
手
当
、

通
勤
千
当
、
家
族
Ｆ
当
は
含
ま
れ
て
い

ま
せ
ん
じ
ま
た
、
時
間
給
で
契
約
し
て

い
る
以
外
の
労
働
者
に
は
、
す
べ
て
＝

額
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま

す
。こ
の
ほ
か
、
改
定
に
伴

っ
て
現
行
の

産
業
別
最
低
賃
金
が
改
定
額
よ
り
低
く

な
る
小
売
業
や
食
料
品
製
造
業
の
う
ち

野
菜
か
ん
詰
．
農
産
保
存
食
料
品
な
ど

の
製
造
業
、
土
石
製
品
製
造
業
の
清
掃

等
の
軽
作
業
に
つ
い
て
は
、
県
最
低
賃

金
の
発
行
日
か
ら
、
日
額
二
千
三
百
七

―
‥
円
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

熊
木
労
働
基
準
―
‐‐
ヶ
で
は
、
県
最
低
賃

金
に
つ
い
て
も
、
―
月
初
旬
ま
で
に
４

専
門
部
会
の
答
申
を
得
て
、
十
二
月
ま

で
に
は
発
効

し
た
い
と

言

っ
て

い
ま

す
。詳
し
い
こ
と
は
同
局
賃
金
課

（ｕ
０

９
６
３
①
３
１
８
１
）

へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
ｃ

停
電

の
お
知

ら
せ

高
森
変
電
所
工
事
の
た
め
次
の

日
時
が
停
電
に
な
り
ま
す
。

∧
日
　
時
∨
十
月
十
二
日
午
前
八

時
か
ら
正
午
ま
で

∧
範
　
囲
∨
町
内
全
域

広 報 た か も り
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こ
の
ほ
ど
町
職
員
の
異
動
が
行
わ
れ
た
の
を
機
会
に
、
各
係
の
配
置

図
と
職
員
の
事
務
分
掌
を
ま
と
め
て
み
ま
し
た
。
町
民
の
み
な
さ
ん
に

は
二
つ
の
建
物
で
、　
し
か
も

一
、
、二
階
に
分
か
れ
て
い
る
た
め
非
常

に
、
わ
か
り
に
く
い
と
思
い
ま
す
が
、
い
つ
で
も
お
気
軽
に
ご
利
用
く

だ
さ
い
。第

一
庁
舎
（
一
階
）

（固醗謹鮭齢薇般翡下十三男―一日〓行稲三師
町
税
賦
課
調
査

納
税
通
知
発
送

町
税
徴
収

・
督
促

軽
自
動
車

。
徴
収

土
地
・家
屋
。償
却
資
産

利
男
幸

一

富
八

実
範

高
原
開
発

・
林
業
振
興

米
穀
・
稲
転
・
後
継
者
育
成

畜
産
振
興

。
家
畜
衛
生

農
業
委
員
会
・
農
業
者
年
金

宣
（
一

将
護
秋
広

中
核
林
業

農
振
地
域
整
備
。
同
和
対
策

農
地
災
害
復
旧

ら
も
ま
だ
ま
だ

長
生
き

し
て
く

だ
さ

い
」
と
喜
び
の
こ
と
ば
を
述
べ
ま
し
た
。

な
お
、
各
会
場
で
は
恒
例
の
熊
日
金

婚
夫
婦
の
伝
達
表
彰
が
あ
り
、
次
の
十

四
人
の
方
々
が
表
彬
状
と
記
念
品
を
受

け
ら
れ
ま
し
た
。

「高
森
〕
渡
辺
今
朝
彦

（
イ
ッ
ェ
）
、

，「Ｌ
色
見
〕
徳
丸
勉
（
ツ
ヨ
メ
）、
佐
伯

覚

（
カ
ナ
エ
）、　
日
石
覚

（
ア
ヤ
子
）、

、色
見
〕
住
Ｌ
Ｈ
ＩＩ‐
（
卜
十
）
、
岩
下
募

（
ウ
メ
）
、

〔菅
山
〕
木
本
勝

（
ハ
ナ

子
）
、

「永
野
原
〕
火
見
重
俊

（
サ
ツ

キ
）
、

「津
留
〕
熊
谷
宗
義

（
カ
ズ
）、

．野
尻
〕
野
尻
決
（
リ
ス
エ
）、
馬
原
敏

ｌ

（
マ
十
子
）
、
瀬
井

一
春

（
マ
タ
）、

「尾
下
一
野
尻
勇

（
ミ
ヤ
子
）
、

「，‐‐―

原
〕
吉
良
山
晋

（
キ
ミ
ニ
）
。

い くつもの

顔
プ
つ ソ連

●  ●

●  ●

津

　

留

「
モ
ス
ク
ヮ
の
上
に
は
ク
レ
ム
リ

ン
し
か
な
い
。
ク
レ
ム
リ
ン
の
Ｌ
に

は
人
し
か
な
い
」
と
い
う
こ
と
わ
ざ

が
あ
る
。
真
冬
の
モ
ス
ク
ヮ
は
、
昼

間
で
も

薄
暗
く
、　
そ
し
て
冷

く
寒

い
。
粉
雪
舞
い
故
る
歩
道
は
氷
結
し

て
い
る
。
ど
の
道
も
す
べ
て
ク
レ
ム

リ
ン

（と
り
で
の
意
）
に
つ
き
あ
た

る
。
見
上
げ
る
ほ
ど
高
い
塔
の
上
に

″赤
い
星
″
が
輝
い
て
い
る
。
夜
に

な
る
と
、
そ
の

″赤
い
星
”
は
い
っ

そ
う
輝
き
、
静
か
な
モ
ス
ク
リ
の
夜

に
、
そ
の
存
在
を
示
し
て
い
る
。

私
は
日
露
戦
争
で
活
躍
し
た
吹
瀬

武
夫
の
こ
と
を
他
び
つ
つ
、　
モ
ス
ク

リ
の
凍

て
つ
く
夜
、
　
一
人

″
赤
い

星
ル
を
見
つ
め
て
い
た
。
時
代
は
変

れ
ど
も
、
広
瀬
も
歩
い
た
こ
と
の
あ

る
モ
ス
ク
ヮ
川
の
ほ
と
り
を
歩
い
て

い
る
と
、
日
諄
戦
争
前
夜
の
日
本
と
、

今
日
の
日
本
の
類
似
点
を
見
い
出
す

の
で
あ

っ
た
。私
が
歩
い
て
い
る
と
、

ス
ノ
ー
と
人
が
そ
ば
に
寄
る
の
で
は

な
く
、
　
一
定
の
間
隔

で
つ
い

て
く

る
。別
に
恐
ろ
し
く
は
な
い
が
、気
味

が
悪
く
な
る
。
悪
名
（？
）
高
い
Ｋ
Ｇ

い
無
名
の
ビ
ル
ー
。
そ

今

朝

寿

　

　

れ
が

「
ソ
連
で

一
番
こ

わ
い
と
こ
ろ
」
Ｋ
Ｇ
Ｂ

夕ヽ

Ｂ
（国
家
保
安
機
関
）
の

お
出
ま
し
で
あ
る
。

＜

　

ク
レ
ム
リ
ン
の
す
ぐ

７
，
　
近
く
に
七
階
建
て
の
ビ

、
／
　

ん
が
あ
り
、
標
札
も
な

の
本
部
で
あ
る
。
赤
い
広
場
に
面
す

る
レ
ー
ニ
ン
廟
は
、

「
ソ
＝
圧
邦
一ホ
ス

ト
ヽ
１
」
と
呼
ば
れ
て
お
り
、
雨
の

日
も
、
雪
の
日
も

レ
ー
ニ
ン
廟
に
立

ち
つ
く
す
二
人
の
哺
兵
と
、
地
下
の

レ
ー
ニ
ン
の
遺

体
の
周
囲
に
立

番

す

る

下
士

官
、
将
校
た
ち

も
す
べ
て
Ｋ
Ｇ

Ｂ
の
任
務
で
あ

る
。

も

ち

ろ

ん
、
外
国
人
の

取
締
り
は
い
う

ま
で
も
な
い
。

凍
て
つ
い
た

体
で
も

っ
て
ホ

テ

ル

に
帰

る

と
、
ボ
ー
イ
や
ウ

エ
イ
ト
レ
ス
た
ち

は
人
な

っ
こ
い
顔
を
は
こ
ろ
ば
せ
て

私
に
応
待
す
る
。
ポ
ヶ
ッ
ト
に
入
れ

て
お
い
た
ガ
ム
や
ラ
イ
タ
ー
を
フ
レ

ゼ
ン
ト
す
る
と
、
大
変
喜
ぶ
。
も

っ

と
な
い
か
と
ポ
ヶ
ッ
ト
を
の
ぞ
き
込

む
者
も
い
て
全
く
に
く
め
な
い
。

モ
ス
ク
ヮ
で
多
く
の
会
議
を
も

つ

た
。　
●
ム
ソ
モ
ー
ル

（共
産
主
義
青

年
同
盟
）
、
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
、
モ

ス
ク
フ
大
学
、
そ
し
て
共
産
党
最
高

幹
郎
会
の
メ
ン
バ
ー
等

々
。
し
か
し

会
議
は
退
サーーー
し
た
。
公
式
的
な
ド
ク

マ
レ
ー
し
か
言
わ
な
い
し
、　
レ
ー
ニ

ン
を
引
用
し
、
ブ
レ
ジ
ネ
フ
を
引
用

す
る
。
引
用
し
な
い
と
中
し
訳
が
立

た
な
い
と
ば
か
り
に
引
用
す
る
。
そ

し
て
最
後
は
ソ
連
邦
万
歳
で
あ
り
、

日
本
と
信
頼
の
た
に
立
ち
、
友
情
を

深
め
ま
し
ょ
う
で
結
論
で
あ
る
。

ウ
オ
ツ
カ
を
飲
み
始
め
る
と
、
公

的
な
顔
が
、
と
た
ん
に
私
的
な
顔
に

な
り
、
ボ
リ
シ
ョ
イ
劇
場
や
ホ
テ
ル
で
シ

ョ
ウ
を

一
緒
に
見
る
段
に
な
る
と
、

打
ち
と
け
て
く
る
。
し
か
し
肝
心
な

要
点
に
な
る
と
、
と
た
ん
に
声
が
低

く
な
り
、
あ
た
り
を
見
回
す
目
が
光

っ
て
く
る
。
い
く
つ
も
の

「
顔
」
を

も

っ
て
い
る
要
人
た
ち
で
あ
る
。

ク
レ
ム
リ
ン
の
中
身
は
何
で
あ
る

か
。
そ
れ
は
い
く

つ
も
の

「顔
」
を

も

っ
て
い
る
。
立
日
通

の
モ
ス
ク
ヮ
っ
子
に

と

っ
て
は
、
都
心
に

あ
る
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
場
所
で

あ
り
、　
ロ
シ
ア
千
年
の
歴
史
の
記
念

碑
で
も
あ
り
、
現
代
は
米
国
と
並
ぶ

大
国
ノ
連
の
政
治
権
力
の
中
枢
た
る

と
こ
ろ
で
あ
ろ
ｃ

総  収助 町

入

役 役 長

経

済

課

長

八
東
浪
夫
信
夫
―
会
計
係
長

典
生
悦
也
―
―
岩
下

昭
久

哲
也

元
清
―
―
阿
南

弘
三

後
藤
　
元
男

野
田
由
紀
美

猛
盛
隆
―
―
甲
斐
　
敏
文

誓彰―一‐‐瑯疎野榊螺
甲
斐
　
、ミ
ホ
ー
阿
部
　
恭
二

（歳
入

。
歳
出
）

一
務

課

長
　
　
本
多

行

政

係

長
　
宮
地

（行
政
全
般
）

財

政

係

長
　
谷
川

（財
政
全
般
）

文
書
広
報
係
長
　
岩
下

（文
書
広
報
全
般
）

町

民

課

長
　
　
小
嶋

戸
籍
住
民
係
長
　
合
志

（戸
籍

・
外
人
登
録
）

福
祉
第

一
係
長

福
祉
第
二
係
長

保
健
衛
生
係
長

（衛
生
全
般
）

国

保

係

長

（国
保
全
般
）

国
民
年
金
係
長

（年
金
全
般
）

税

務

課

長

後
藤
サ
カ
エ
‐―
―
村
Ｌ
　
源
喜

―
色
見
　
隆
夫

甲
斐
　
昭
文
―
―
津
留
須
磨
子

．―
橋
本
今
朝
子

相
喝
　
忠
幸
―
「
長
尾
　
和
博

・―
岩
下
　
十戊
己

岩
下
　
生
人
―
―
有
働
　
■
予

甲
斐
　
　
新
　
　
　
　
　
　
‐

工
藤
　
幸
則
上
―
渡
辺
　
哲
郎

‥
‐
　
．
‐

　
一―
佐
伯
忠
た
子

‐‐
，こ
　
ｔ
ｉ
‐
―
佐
伯
　
秀
和

‐
‐
　
↑
¨
川
　
―
古
庄
　
良

一

行
政
全
般

。
消
防

予
算
。起
債
。貯
蓄
奨
励

文
書
受
付
。
広
報
。
自
衛
隊

町
長
車
運
転

・
管
理

電
話
交
換

戸
籍

。
各
種
証
明

老
人

。
身
障
者
福
祉

生
活
保
護

。
社
協

児
童
・
母
子
福
祉
・
保
育
所

狂
大
病
予
防
・
環
境
衛
生

母
子
保
健

。
予
防
接
種

保
健
婦
活
動

保
険
税
賦
課

国
保
給
付

徴
収

。
検
認

。
庶
務

課

税

係

長

（課
税
全
般
）

徴
収
　
係
長

（徴
収
全
般
）

⌒産
議

集業

焦:係V長

農

地

係

長
　
岩
下

（農
委
全
般
）

農
林
振
興
係
長
　
官
村

（農
林
振
興
全
般
）

靖
彦
―
―

佐
伯

春
幸
⊥
―
山
村

一―
中
山

九
月
十
五
日
の
敬
老
の
日
を
迎
え
、

町
で
は
こ
の
日
を
中
心
に
町
内
八
地
区

で
、
敬
老
会
を
開
い
て
お
年
寄
り
た
ち

の
長
寿
を
祝
い
ま
し
た
。
長
年
に
わ
た

っ
て
、
社
会
に
尽
し
て
こ
ら
れ
た
方
を

敬
愛
し
、
ま
す
ま
す
元
気
で
明
る
く
と

後
を
過
ご
し
て
い
た
だ
こ
う
と
毎
年
――１１

催
し
て
い
ま
す
。
今
年
敬
老
会
に
招
待

し
た
七
十
五
歳
以
上
の
お
年
寄
り
は
五

百
四
十
八
人
。
最
高
齢
者
は
た
卜
七
歳

に
な
ら
れ
た
大
字
河
原
に
お
住
ま
い
の

後
藤
ト
エ
さ
ん
で
す
。

ど
こ
の
会
場
の
お
年
寄
り
た
ち
も
、

こ
の
日
が
来
る
の
を
楽
し
み
に
待

っ
て

お
ら
れ
た
よ
う
で
笑
顔
が
い
―
は
い
。

町
か
ら
お
年
寄
り
全
ｌ‐
に
お
祝
い
の
座

布
団
を
贈
り
、
岩
下
町
長
が

「
こ
れ
か

職
員
の
事
務
分
掌

岩
下
瀬
井
岩
下

片

日
宇
藤
　
華
弘

松
本
　
彰
未

―

ギ

斐

一

　

―

．
‘

―
一―
佐
藤

．―
広
木

町内 8会場で敬老会

町 長 室

応 接 室

電
話
交
換
室

会
計
係

収入役

第福

係祉

1町民課長 総務課長
」カイ受

やか :こ
C=つ

Cコ

敬老会でなごやかに懇談するお年寄りたち

気軽に

_ 崚黒

Ⅷ瑚
閻
瑚
硼
“嘲
硼
馴
動̈
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議

会

事

務

局

議 員 控 室

●

会
　
　
議
　
　
室

第
二
庁
舎
（
一
階
）

第
二
庁
舎
（三
階
）

第
二
庁
舎
（三
階
）　
　
　
第
二
庁
舎
（
一
階
）

第―庁舎 (三階 )

課

長＼

=＼
==入
= ＼

経済課長
|

罠拶ポ
杉農地係月
■
=D

た
係 _l

課

　

長

ヽ

上

　

本

十年サ1オ
1課長

設
長

建

諜

税
務
課
長

庶
　
務
　
係

教   育
オ旨導ヒ:!ト

教育長

●

一
建

設

課

長
　
岩
下
　
時
雄

商
工
観
光
課
長
　
岩
下
美
智
夫

商
工
観
光
係
長
　
野
呪
　
逸
司

草
部
出
張
所
長
　
古
庄
　
末
幸

徴

収

係

長
　
甲
斐
　
一九
紀

橋
本
　
和
則

甲
斐
富
美
子

小
椋
　
良
子

甲
斐
　
達
志

野
尻
出
張
所
長
　
甲
斐
　
　
敏

古
沢
　
好
只

甲
斐
　
末
久

甲
斐
　
京
子

議
会
事
務
局
長
　
森
口
　
敏
生

庶

務

係

長
　
有
働
　
和
幸
―
―
古
沢
み
さ
子

教
　
育

　
長
　
今
村
　
俊
男

・―

多

ヨ

　

ーーー

火

庶

務

係

長
　
二
子
石
範
男
―
一‐
請
岬
　
利
蓄

社
会
教
育
係
長
　
後
藤
　
万
蔵

・―
中
非
ｘ
　
睦
子

一―
岩
下
　
光
広

上

木

係

長
　
山有
下
　
健
治
上
―
上
村
　
秀
幸

（―二
本
全
般
）
　

　

　

　

　

　

一―
色
見
　
継
治

一―
中
斐
　
邦
博

・―
吉
良
山
挫

ｉｌ

建

築

係

長
　
馬
原
　
Ｆ
夫
―
―
瀬
井
公
古
郎

（建
築
全
般
）

水

道

係

長
　
山有
下
紀
久
雄
―
一―
渡
辺
　
義
利

（
水
道
全
般
）
　
　
　
　
　
　
　
―
堀
　
　
美
男

管

財

課

長
　
赤
星
　
昭
生

管

財

係

長
　
熊
谷
　
征
男

‐―
後
藤
　
秀
希

（管
財
全
般
）

町
有
林
野
係
長
　
桐
原
　
一
紀

―
―
後
藤
　
―ｌｉ
〓

（
町
有
林
野
全
般
）

自
動
車
整
備
係
長
　
自
井
　
清
た

企

画

課

長
　
後
藤
　
恒
夫

企

画

係

長
　
住
Ｌ
口
　
だ
人
―
―
占
沢
　
健
生

（振
興
計
画

・
企
画
全
般
）

地
籍
調
査
係
長
　
村
島
兵
志
郎
―

‐
後
藤
　
和
■

（地
籍
調
査
全
般
）

庶
務
改
良
事
業

改
良

・
維
持
管
理

災
害
復
旧

町
道
台
帳
整
備

町
有
造
物
の
建
築

・
営
繕

維
持
管
理

水
道
庶
務

町
有
財
唯
の
管
理

・
処
分

町
有
林
野
の
造
成
管
理

公
用
車
両
の
ま
備
点
検

交
通
安
全

・
統
計

調
査

・
測
量

商
工

・
観
光
全
般

口
籍

・
――――
務

住
民
共
木
台
帳

・
――ｌｉ
務

保
健
婦
活

‐助

水
道

―，
篇

・
―ｌｌｉ
務

住
民
共
木
台
限

・
庁
務̈

議
会
・
監
査
事
務
。
選
挙

学
校
施
設
・
予
算

・
庶
務

庶
務
青
少
年
。社
会
教
育
。文
化
財

事務局長

「
「
「
「
＝
引
‥―
劇
ヨ

Ｔ
町
有
林
野
係
二

ゴ

卦

ヨ

ヨ

圭

≡
管

財

係

≡
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，
Ｆ
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Ｌ
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農作業事故を防ごう

檄笏舅:薇影形⑬笏笏′

い
よ
い
よ
今
年
も
秋
の
収
穫
時
期
を

控
え
、
農
家
で
は
大
変
忙
し
い
時
を
迎

え
ま
す
。

一
方
、
こ
の
時
期
は
農
業
機
械
を
使

う
チ
ャ
ン
ス
が
多
く
、
天
候
に
左
右
さ

れ
な
が
ら
、
作
業
行
程
を
組
み
立
て
て

使
用
す
る
な
ど
の
多
忙
な
日
々
が
続
く

た
め
、
農
作
業
事
故
が
多
発
す
る
時
期

で
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
県
で
は

十
月
十
五
日
か
ら
十

一
月
十
五
日
ま
で

の
一
ヵ
月
間
を
秋
の
農
作
業
安
全
月
間

と
定
め
、
農
作
業
の
安
全
を
呼
び
か
け

る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

県
が
ま
と
め
た
昨
年
度
の
農
作
業
事

故
は
死
者
九
人
、
重
傷
九
十
七
人
、
軽

傷
三
十
七
人
の
計
百
四
十
三
人
で
、
五

十
二
年
度
に
比
べ
五
十

一
人
も
多
く
な

っ
て
い
ま
す
。
事
故
原
因
は
作
業
上
の

不
注
Ｌ●
が
最
も
多

く
、
全
体

の
二
五

”ｒ
、
死
亡
に
つ
な
が
る
事
故
は
運
転
木

農繁期は事故が急増ぅ安全運転
操作の順守が望まれています。

国
民
年
金
…

領
収
書

は
必
ず

保
管
袋

の
中

へ

年
金
は
老
後
を
見
越
し
て
の
欠
か
せ

な
い
も
の
で
す
が
、
わ
ず
か
一
か
月
だ

け
加
入
期
間
が
不
足
し
て
い
て
も
受
給

で
き
な
い

の
が

国
民
年
金
―

。　
そ

こ
で
町
で
は
納
め
た
保
険
料
を
確
認
し

て
、
未
納
を
な
く
し
て
も
ら
お
う
と
、

国
民
年
金
の
保
険
料
領
収
書
保
管
袋
を

作
成
し
ま
し
た
。

こ
の
領
収
書
保
管
袋
は
タ
テ
二
八

・

五
発
、　
ヨ
コ
二
〇

・
五
考
、
厚
手
の
ビ

ニ
ー
ル
製
で
淡
い
チ

ヨ
コ
レ
ー
ト
色
。
費

用
八
十
六
万
円
で
四

千
袋
を
作
成
し
ま
し

た
。
袋
の
中
に
は
年

金
受
給
ま
で
に
掛
け

た
す
べ
て
の
領
収
書

が
入
れ
ら

れ

る

ほ

か
、
表
に
は
年
金
手

帳
を
納
め
る
ポ
ケ
ッ

卜
も
つ
け
ら
れ
、
近
く
加
入
者
全
員
に

無
償
で
配
布
し
ま
す
。
保
険
料
を
納
め

た
領
収
書
は
、
万

一
納
付
を
め
ぐ
る
ト

ラ
ブ
ル
が
起
き
た
際
の
大
切
な
証
。
ま

た
、
年
金
手
帳
は
国
民
年
金
だ
け
で
な

く
、
将
来
厚
生
年
金
、
船
員
保
険
に
移

っ
た
場
合
も
共
通
し
て
使
い
ま
す
の
で

必
ず
こ
の
保
管
袋
を
ご
利
用
に
な
り
、

目
に
つ
き
や
す
い
壁
な
ど
に
掛
け
て
お

か
れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

●

●

熟
に
よ
る
の
が
最
も
多
し
よ
う
で
す
。

発
生
場
所
は
水
田
、
畑
が
九
十

一
件
、

庭
先
や
屋
内
作
業
場
が
二
十
九
件
、
耕

運
機
等
の
道
路
運
行
中
が
二
十
三
件
と

な
っ
て
い
ま
す
。
月
別
発
生
状
況
は
、

五
―
六
月
が

二
十
五
件
で
二
四
ギ
、
十

１
十

一
月
が
四
十
四
件
、
す
〓
イ
と
農

繁
期
に
集
中
し
て
い
ま
す
。

革
部
地
区
の
上
小
畑
の
高
台
に
Ｎ
Ｈ

Ｋ
、
Ｒ
Ｋ
Ｋ
、
Ｔ
Ｋ
Ｕ
三
局
協
力
に
よ

る
テ
レ
ビ
中
継
局
が
完
成
、
こ
の
ほ
ど

送
信
を
開
始
し
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
車
部
南
部
地
区
は
蘇
陽
サ

こ
の
よ
う
な
豊
作
業
中
の
■
故
の
ほ

と
ん
ど
が
自
損
行
為
に
よ
る
も
の
で
、

農
家
で
は
大
事
な
働
き
手
を
亡
く
し
て

農
家
経
営
上
大
き
な
支
障
と
な
っ
て
い

ま
す
。
事
故
は

「
い
つ
我
が
身
を
襲
う

か
わ
か
り
ま
せ
ん
」
十
分
安
全
確
認
に

心
を
配
り
、
農
作
業
の
安
全
に
努
め
て

い
た
だ
き
た
い
も
の
で
す
。

テ
ラ
イ
ト
局
の
区
域
内
で
し
た
が
、
地

形
上
、
十
分
に
電
波
が
届
か
ず
、
熊
本

県
の
テ
レ
ビ
は
見
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
。
こ
の
た
め
、
地
元
で
は
五

十
二
年
春
か
ら
Ｎ
Ｈ
Ｋ
と
民
放
三
社
、

そ
れ
に
電
波
監
壇
嚇
な
ど
に
陳
情
を
続

け
、
励
側
も
こ
れ
を
受
け
て
昨
年
六
月

か
ら
実
態
調
査
を
行
い
、
三
喘
脇
同
で

九
月
か
ら
草
部
中
継
局
の
建
設
に
着
Ｆ

し
て
い
ま
し
た
。

同
局
が
建
て
ら
れ
た
の
は
穴
迫
稲
荷

の
北
、
古
見
神
社
所
有
の
山
林
で
標
高

六
百
七
十
八
研
、
近
く
に
簡
場
水
道
の

配
水
池
が
あ
る
と
こ
ろ
。
こ
こ
に
高
さ

二
十
研
の
送
信
塔
と
受
信
施
設
の
あ
る

無
人
局
が
総
工
費
千
二
百
七
十
万
円
で

完
成
し
ま
し
た
。
出
力

一
ワ
ッ
ト
の
Ｕ

Ｈ
Ｆ
放
送
で
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
総
合
テ
レ
ビ
が

４２
、　
同
教
育
テ
レ
ビ
が
”
、　
Ｒ
Ｋ
Ｋ

３９
、
Ｔ
Ｋ
Ｕ
３６
チ
ャ
ン
ネ
ル
で

値

０００
柳

Ⅷ
５００

３００
５００

高

４３
４８

３７
４１

１６
２１

ノ

ン

ヒ

映
像
鮮
明
7(_

草
部
の
無
人
中
継
局
完
成

各家庭へ配付される保管袋

【9り 」14】

径級  安  値
13~下
‐
    23,000

14_ヒ     31,300
12~下
‐
    15,000

13_ヒ    28,900
14~F    10,500
16_L    17,000

高森町森林組 合
イ中 値  平 均 (石
35,500     9,861
41,500    11,388
24,500     6,806
36,000    10,000
13,000     3,611
19,00()    5,277

長 さ
4m

3m

2m

× 9月 14日 の市況は間伐材中心の市場でしたが、特に小径木の
高値が注目されました。また中九太は今後 も高値安定が続 くも

のと思われます。森林組合では毎月 14日 と28日 に市場を開いて
いますので多数のこ出荷をお願いします。

木材共販市況
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